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機器使用に関する注意と警告

（１）本基板は産業用途として製造していますので、ご使用には電気一般の知識を

必要とします。一般家庭にてご使用になる電気機器には使用できません。

（２）接続の間違い、または操作の誤りによって、万一、対象となる相手方装置、

または本基板のいずれかが故障しても、本装置は一切の責任を負いません。

（３）本基板を接続することにより、対象機器の電気的な回路状態が変化する場合

は、直ちに使用を中止してください。

（４）本基板から、対象機器となる装置に異常電圧等がかかり、相手方装置が故障し

た場合においても、本装置は、相手方装置に関する一切の責任を負いません。
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１． 機 能

リモートＩＯ ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４ ＰＷＭ ２４ｃｈパルス出力は、パソコンプロ
グラムの指令により、２４ｃｈ分の高精度ＰＷＭパルスを出力する基板です。

起動時の初期値に、ＰＷＭ方式のＲＣサーボ用として、パルス幅を中立点位置の１５２０μ

ｓ、最大パルス幅、最小パルス幅制限も設定するなど、ＲＣサーボを意識した設計になって

います。また、ＲＣサーボ用途のみでなく、一般的なパルス発生源として、これらの制限を

解除して使用することも可能です。

ＰＷＭ ２４ｃｈパルス出力基板 ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４ の、すべてのデジタル入力

は、標準版のリモートＩＯ ＲＭ５５００Ａ と同様に、汎用デジタル入力として使用できま

す。また、デジタル出力は、パルス出力停止状態では、標準版のＲＭ５５００Ａ と同様の

汎用デジタル出力として使用できます。

ＰＷＭパルス出力機能概要

１ 出力チャンネル数 ２４ｃｈ

２ パルス幅分解能 １２ｂｉｔ（０～４０９５）

指定値の１ｂｉｔが、

下記カウントクロックの１クロックに相当

初期値は、ＲＣサーボ用として

中立点位置の １５２０μｓ に設定

３ パルス周期 １６ｂｉｔ（１～６５５３５）

指定値の１ｂｉｔが、

下記カウントクロックの１クロックに相当

初期値は、ＲＣサーボ用の ５０Ｈｚ に設定

４ 内部カウントクロック パルス周期とパルス幅の分解能を決める

カウントクロックは

１２５ＫＨｚ ２５０ＫＨｚ ５００ＫＨｚ

１ＭＨｚ ２ＭＨｚ ５ＭＨｚ

１０ＭＨｚ ２５ＭＨｚ のうち

いずれかをパソコンプログラムにて選択可能

初期値は、１ＭＨｚ に設定

ＰＷＭ ２４ｃｈパルス出力基板 ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４ は、マスタースレーブモー

ドのみで使用できます。スレーブモードでは使用できません。

パソコンと接続するには、別途にインターフェイスBOX RM55HB が必要となります。
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パソコン

マスタースレーブモード USBポート

USBケーブル 最大５ｍ

リモートI/O
RM55HB インターフェイスBOX

LANケーブル ケーブル長

最大

ポート１ ポート４ １５０ｍ

ポート２ ポート３

RM5500A

-RCP24基板

【図１．１】 リモートIO RM5500シリーズのマスタースレーブモード概要
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２． 仕 様

１ インターフェイスBOX ＲＪ４５コネクタ
RM55HB との接続 一般的なＬＡＮケーブルが使用できます。

カテゴリー５以上のケーブルを使用してください

２ 接続距離 ０～１５０ｍ

３ デジタル入出力信号 入力 24bit TTLレベル 入力電流 １０μＡ以下

出力 24bit TTLレベル 最大負荷電流 1．５ｍＡ

短絡電流 １２ｍＡ

４ 電源 ＋５Ｖ １２０ｍＡ

（注）デジタル出力無負荷時の電流値

ＡＣアダプタ（別売）または基板上のコネクタより供給

５ 動作周囲温度 ０～５０℃

プリント基板板厚 １．６ｍｍ
ＣＮ１ デジタル入出力コネクタ

ＣＮ２ ＲＪ４５コネクタ 基板表面からの高さ １３．８４ｍｍ

ただし、シールドフィンジをのぞく

ＣＮ３ ACアダプタを使用する場合は、ここにDCプラグ(+5V)を接続します。

基板表面からの高さ １１．０ｍｍ

ＣＮ４ DC電源入力(+5V)を接続します。ＣＮ３にACアダプタを接続して使用する

場合、ＣＮ４は電源出力コネクタとなります。

ＲＣサーボの電源を取出す場合は、サーボ１個分までです。

２個以上使用する場合は、サーボ用に別電源を準備してください。

（警告） ＣＮ３とＣＮ４に、同時に電源入力を接続することはできません。

【図２．１】 ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４基板外形図
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３．接続

デジタル入出力の接続については、コネクタピン配置と入出力信号仕様をご覧ください。

マスタースレーブモードの接続は、リモートIOインターフェイスBOX ＲＭ５５ＨＢの説

明書をご覧ください。

基板に＋５Ｖ電源を接続します。

ＡＣアダプタまたはＣＮ４（3ピンコネクタ）のいずれかより電源を供給します。

（１） ＡＣアダプタを使用する場合

別売の専用ＡＣアダプタ（5V 1A）のDCプラグをＣＮ３に接続します。

別売のＬ型ＤＣプラグ 型式 ＭＰ－１３６Ｌ を使用することもできます。

ACアダプタを使用する場合は、ＣＮ４（3ピンコネクタ）は、電源出力用

となります。

（警告）ACアダプタを使用した場合は、CN4に電源入力を接続することは

できません。誤って接続するとACアダプタおよびCN4に接続した

電源機器が壊れることがあります。

ACアダプタを使用する場合、ＣＮ４を電源出力コネクタとして使用でき

ますが、ＲＣサーボの電源を取出す場合は、サーボ１個分の容量しかあり

ません。２個以上使用する場合は、サーボ用に別電源を準備してください。

（２） ＣＮ４（3ピンコネクタ）に電源入力を接続する場合

標準添付のコネクタ付ケーブル（３０ｃｍ、片側は解放端）を用いて、

+5V電源を接続してください。

ピン配置および電源仕様は、コネクタピン配置と入出力信号仕様をご覧くだ

さい。

（警告）CN4に電源入力を接続した場合は、ACアダプタは使用できません。

誤って接続するとACアダプタおよびCN4に接続した電源機器が

壊れることがあります。

別売 ACアダプタ（5V 1A）

ケーブル長１．５ｍ 標準添付 コネクタ付ケーブル

型式 ＧＰ０５－ＵＳ０５１０ （３０ｃｍ、片側は解放端）

注）ACアダプタの型式は 型式 ３Ｔ－３００

同等品にて変更となる
ことがあります。
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基板のDIPスイッチは、すべてOFF（出荷時設定）にて使用します。

DIPスイッチ Ｓ１ （１）

ＬＡＮケーブルの極性設定に使用しますが、RM55HBが極性の自動判別をします

ので、このスイッチを設定する必要はありません。

DIPスイッチ Ｓ１ （２）

通常はＯＦＦにて使用します。

このスイッチをＯＮとすると、倍速モードとなり、伝送信号サンプリング周波数

が２倍になりますが、マスタースレーブモードにて使用する場合は、倍速モード

としても無意味です。倍速モードでは、最大ケーブル長は７０ｍとなります。

Ｓ１

(1)

(2)

ON

４．LED表示および伝送エラー時の動作

ＲＪ４５コネクタ（ＣＮ２）の端面に、緑色と黄色のLEDランプがあります。

この2個のランプは、データ伝送動作状況を表示しています。

状態 緑色 黄色

正常にデータ伝送が行われているとき 連続点灯 標準モード時

消灯

高速モード時

伝送エラーがまれに発生しているとき 点滅 点灯

電源が供給されていないとき 消灯 消灯

伝送ケーブルが接続されていないとき 消灯 点滅

または伝送状況が極端に悪いとき

伝送エラー時の動作

伝送エラー時の汎用デジタル出力

（注）汎用デジタル出力 : ＰＷＭパルス出力を開始していないデジタル出力。

ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４は受信データのエラーチェックを行っています。受信した

データに異常があると、デジタル出力を直前の状態に保持します。さらに異常状態が

続くと、数ｍｓ後に、すべての出力をＬｏｗ（０）とします。

伝送エラー時のＰＷＭパルス出力

異常のあるコマンドのみ無視し、ＰＷＭパルス出力はそのまま継続します。
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５． コネクタピン配置と入出力信号仕様

ＣＮ１ デジタル入出力コネクタ （５０Ｐフラットケーブル用）

基板側 型式 オムロン ＸＧ４Ｃ５０３１

ケーブル側 型式 オムロン ＸＧ４Ｍ５０３０
（注）ケーブル側コネクタは、３０ｃｍケーブル付きにて標準添付となっています。

添付ケーブルの機器側は、解放端（コネクタなし）となっています。

２ ４ ６ ８ 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 40 42 44 46 48 50

１ ３ ５ ７ ９ 11 13 15 17 19 21 23 25 27 29 31 33 35 37 39 41 43 45 47 49

△

１ デジタル入力 ｂｉｔ０(LSB) ２ デジタル入力 ｂｉｔ１

３ デジタル入力 ｂｉｔ２ ４ デジタル入力 ｂｉｔ３

５ デジタル入力 ｂｉｔ４ ６ デジタル入力 ｂｉｔ５
７ デジタル入力 ｂｉｔ６ ８ デジタル入力 ｂｉｔ７

９ デジタル入力 ｂｉｔ８ １０ デジタル入力 ｂｉｔ９

１１ デジタル入力 ｂｉｔ１０ １２ デジタル入力 ｂｉｔ１１

１３ デジタル入力 ｂｉｔ１２ １４ デジタル入力 ｂｉｔ１３

１５ デジタル入力 ｂｉｔ１４ １６ デジタル入力 ｂｉｔ１５

１７ デジタル入力 ｂｉｔ１６ １８ デジタル入力 ｂｉｔ１７

１９ デジタル入力 ｂｉｔ１８ ２０ デジタル入力 ｂｉｔ１９

２１ デジタル入力 ｂｉｔ２０ ２２ デジタル入力 ｂｉｔ２１

２３ デジタル入力 ｂｉｔ２２ ２４ デジタル入力 ｂｉｔ２３(MSB)

２５ ０Ｖ ２６ ０Ｖ

２７ デジタル出力 ｂｉｔ０(LSB) ２８ デジタル出力 ｂｉｔ１

２９ デジタル出力 ｂｉｔ２ ３０ デジタル出力 ｂｉｔ３

３１ デジタル出力 ｂｉｔ４ ３２ デジタル出力 ｂｉｔ５
３３ デジタル出力 ｂｉｔ６ ３４ デジタル出力 ｂｉｔ７

３５ デジタル出力 ｂｉｔ８ ３６ デジタル出力 ｂｉｔ９

３７ デジタル出力 ｂｉｔ１０ ３８ デジタル出力 ｂｉｔ１１

３９ デジタル出力 ｂｉｔ１２ ４０ デジタル出力 ｂｉｔ１３

４１ デジタル出力 ｂｉｔ１４ ４２ デジタル出力 ｂｉｔ１５

４３ デジタル出力 ｂｉｔ１６ ４４ デジタル出力 ｂｉｔ１７

４５ デジタル出力 ｂｉｔ１８ ４６ デジタル出力 ｂｉｔ１９

４７ デジタル出力 ｂｉｔ２０ ４８ デジタル出力 ｂｉｔ２１

４９ デジタル出力 ｂｉｔ２２ ５０ デジタル出力 ｂｉｔ２３(MSB)

ＰＷＭパルス出力 第１グループ

ディジタル出力 bit0 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ0

ディジタル出力 bit1 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ1
ディジタル出力 bit2 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ2

↓ ↓

ディジタル出力 bit11 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ11

ＰＷＭパルス出力 第２グループ

ディジタル出力 bit12 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ12

ディジタル出力 bit13 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ13

ディジタル出力 bit14 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ14

↓ ↓

ディジタル出力 bit23 －－－＞ ＰＷＭパルス出力 ｃｈ23

デジタル出力は、パルス出力停止状態にて、標準版のＲＭ５５００Ａ と

同様に動作し、汎用デジタル出力として使用できます。
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デジタル入力回路

デジタル 内部回路

入力

抵抗470Ω

入力電圧範囲０～＋５Ｖ C-MOSﾊﾞｯﾌｧ

入力リーク電流10μA以下

しきい値 ＴＴＬレベル High Level 最小値 1.7V

Low Level 最大値 0.9V

（注１）入力解放状態では、High/Lowのいずれになるかは不定です。

入力の動作試験を行うときは、

入力０とするためには、０～１０ＫΩのシリーズ抵抗にて、

０Ｖに接続してください。

入力１とするためには、０～１０ＫΩのシリーズ抵抗にて、
＋２Ｖ～＋５Ｖの電源に接続してください。

（警告）入力電圧範囲を超える電圧または負電圧を入力すると、

ボードに使用してあるプログラムロジックデバイスが壊れます。

該当する入力回路部分だけでなく、デバイス全体の機能が壊れます。

デジタル出力回路

内部回路 デジタル

出力

抵抗470Ω

C-MOSﾊﾞｯﾌｧ 出力電圧範囲０～＋３．３Ｖ

ＴＴＬ負荷時

最大負荷電流1．5mA
フォトカプラ接続時

最大電流 5mA

（注２）出力電圧のＨｉｇｈレベルは、

最小値で＋２．４Ｖ 最大値で＋３．３Ｖとなっています。

ＣＮ２ ＲＪ４５コネクタ

ＣＮ３ ＤＣ電源コネクタ（別売のＡＣアダプタを接続）

別売の専用ＡＣアダプタを接続します。

仕様 適合プラグ径 外形５．５ｍｍ 内径２．１ｍｍ センタープラス

＋５Ｖ（４．８～５．２Ｖ）安定化電源 １Ａ

別電源を使用される場合は、別売のＬ型ＤＣプラグをご購入ください。
Ｌ型ＤＣプラグ 型式 ＭＰ－１３６Ｌ

ＣＮ４ 電源コネクタ （３Ｐ 電源供給用またはアダプタ基板への出力用）

１ ＋５Ｖ電源 ＡＣアダプタを使用しないときは、

＋５Ｖ安定化電源（０．３Ａ以上）を接続します。

ＣＮ３にACアダプタを接続して使用する場合、ＣＮ４は電源出力コネクタ

として使用できますが、ＲＣサーボの電源を取出す場合は、サーボ１個分の

容量しかありません。２個以上使用する場合は、サーボ用に別電源を準備し

てください。

２ Ready信号出力（ＴＴＬレベル信号。接続する必要はありません。）

３ ０Ｖ
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６．送受信データ形式

６．１ ＰＷＭパルス出力コマンドデータ形式
（PC → RM5500A-RCP24）

アスキーコード文字列 Ｑ × × × × × × × 

↑ ↑ ↑ ↑

① ② ③ ④

① Ｑ（大文字） ＰＷＭパルス（２４ｃｈ）出力識別文字コード

② １～４ 接続ポート番号（ＩＤ番号）

③ ００００００～ＦＦＦＦＦＦ １６進数６桁表記（小文字も可）
出力する内容を指定

左端より bit23～20 右端が bit3～0

bit23 パルス周期および内部カウントクロック周波数指定

のとき１とする。それ以外のときは０とする。

bit22～2０ 内部カウントクロック周波数の指定

bit23を１としたときのみ設定可能となります。

０ ：１２５ＫＨｚ

１ ：２５０ＫＨｚ

２ ：５００ＫＨｚ

３ ： １ＭＨｚ（初期値）

４ ： ２ＭＨｚ
５ ： ５ＭＨｚ

６ ： １０ＭＨｚ

７ ： ２５ＭＨｚ

bit19～17 予備（指定しても無効となります。）

bit16 このコマンドが対象とするチャンネルグループを指定

０ ： チャンネル ０～１１

１ ： チャンネル １２～２３

本基板のパルス出力制御機能では、

チャンネル０～１１とチャンネル１２～２３
の２系統となっており、各系統ごとに、内部

カウントクロック周波数とパルス周期を別々

に設定することができます。

パルス出力開始／停止もこのグループ単位に

て指定することができます。すなわち、

２４ｂｉｔ出力のうち、１２ｂｉｔをパルス

出力に使用し、残りの１２ｂｉｔを通常のデ

ジタル出力に使用することもできます。
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bit15～0 bit23を１としたとき

（パルス周期－１）を16bit長で指定

指定範囲 １～６５５３５（１０進数）

（16進数 000１～FFFF）

初期値 １９９９９（１０進数）

（16進数 ４Ｅ１Ｆ）

bit23を０としたとき

チャンネル番号と各チャンネルの出力パルス幅を指定

bit15～bit12

０： チャンネル番号 ０または １２
１： チャンネル番号 １または １３

２： チャンネル番号 ２または １４

３： チャンネル番号 ３または １５

４： チャンネル番号 ４または １６

５： チャンネル番号 ５または １７

６： チャンネル番号 ６または １８

７： チャンネル番号 ７または １９

８： チャンネル番号 ８または ２０

９： チャンネル番号 ９または ２１

１０： チャンネル番号 １０または ２２

１１： チャンネル番号 １１または ２３

１４： パルス出力停止
（bit16にて指定したグループのみ停止します。）

初期状態では出力停止となっています。

停止状態ではＷコマンドにて指定した

ディジタル出力となっています。

１５： パルス出力開始

（bit16にて指定したグループのみ開始します。）

bit11～bit0

パルス幅を12bit長で指定

指定範囲 ０～４０９５（１０進数）

（16進数 000～FFF）

０にてパルス出力なし
１にて１クロック時間分のパルス幅

初期値 １５２０（１０進数）（１６進数 ５Ｆ０）

電源投入後の初期状態では、RCサーボ用に

最小値と最大値が有効になっていますので、

この範囲外の値を指定しても、

下記の最小／最大値に制限してセットされます。

最小値 ５６０（１０進数） （16進数 ２３０）

最大値 ２４８０（１０進数）（16進数 ９Ｂ０）

制限解除方法

グループ１の内部カウントクロック周波数を

１ＭＨｚ以外とする。

これにてグループ１と２共に解除となります。
一度周波数を変更すると、１ＭＨｚに戻しても

制限解除状態のままとなります。
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bit15～bit12 に１４，１５を指定したときは、

bit11～bit0 は無意味となります。０００ として
ください。

データの省略

③項のデータのすべて、あるいはその途中からを省略することができ

ます。省略した場合、直前に送信したコマンドの同一位置のデータと

なります。

④ 区切りマーク アスキー ０Ｄ（Ｈ） キャリッジリターンコード

または ＆ 文字コード

キャリッジリターン、または＆文字のうちのいずれかを指定し

ます。

通常はキャリッジリターンコードを使用してください。

使用上の区別については、インターフェイスBOX RM55HB
説明書を参照ください。

（２）動作

ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４基板は、基板識別ＩＤコードが一致するＱコマンドを受

信すると、指定内容に従って、ＰＷＭパルス出力制御を実行します。

ディジタル出力bitは、ＰＷＭパルス出力開始指定にてパルス出力となり、

ＰＷＭパルス出力停止指定にて、通常のディジタル出力動作（以前に受信したディジ

タル出力コマンド（Ｗコマンド）の指定内容を出力）となります。

Ｑコマンドの応答は、先頭の識別文字がＱとなったＱレスポンスとして、受信した

データを、そのままのエコーとして返します。Ｑコマンドにデータの省略があっても、

Ｑレスポンスには省略はありません。省略部分は、直前に送信したデータと同一とな
り、ＣＲコードを含めて９文字分となります。

６．２ 汎用デジタル入出力用コマンド

デジタル出力コマンド、デジタル入力データ形式については、 インターフェイスBOX

RM55HB 説明書を参照ください。

インターフェイスBOX RM55HB にて説明しているコマンドは、すべて使用可能です。
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７． ＰＷＭパルス出力仕様

パルス出力周期の指定
カウントクロックの指定

ｃｈ０～ｃｈ１１のグループ ｃｈ１２～ｃｈ２３のグループ

パルス幅の指定 パルス幅の指定

ｃｈ０ －－－－－ｃｈ１１ ｃｈ１２ －－－－－ｃｈ２３

出力パルス

カウントクロックは

１２５ＫＨｚ～

カウントクロック ２５ＭＨｚ までの

いずれかを

各グループごとに設定

パルス周期

パルス幅

パルス幅 パルス周期

(各チャンネルごとに設定) (各グループごとに設定)

パルス幅をカウントクロック単位のカ パルス周期をカウントクロック単位の

ウント数にて指定する。 カウント数にて指定する。

パルス幅指定範囲 ０～４０９５ 指定範囲 １～６５５３５

０にてパルス出力なし パルス周期－１ の値を指定する

１にて１クロック時間分のパルス幅。

パルス周期よりも長い値を指定すると
出力は連続して１となる。

例１ カウントクロック １ＭＨｚ 例１ カウントクロック １ＭＨｚ

パルス幅指定 ６００ パルス周期指定 １９９９

のとき、 のとき、

６００μｓ のパルス幅 ２０００μｓ の周期となる

例２ カウントクロック １０ＭＨｚ 例２ カウントクロック １０ＭＨｚ

パルス幅指定 １００ パルス周期指定 ４９９９

のとき、 のとき、

１０．０μｓ のパルス幅 ５００．０μｓ の周期となる
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８．パルス出力手順

（１）各グループごとに、内部カウントクロック周波数と、パルス周期を指定します。

リモートＩＯインターフェイスBOX RM55HB のポートは、１番を使用してください。

１番以外に接続した場合は、下記説明のポート番号部分を、接続したポート番号に置
き換えてお読みください。

送信コマンド例 Ｑ１Ｂ０４Ｅ１Ｆ チャンネルグループ０～１１の

内部カウントクロック １ＭＨｚ

パルス周期 ２００００μｓ とする

Ｑ１Ｂ１４Ｅ１Ｆ チャンネルグループ１２～２３の

内部カウントクロック １ＭＨｚ

パルス周期 ２００００μｓ とする

この例では、電源投入時の初期状態と同じ値をセットしています。

（２）各チャンネルごとに、パルス幅を指定します。

電源投入時の初期状態では、最小値と最大値が制限されています。
最小値 ５６０（１０進数） （16進数 ２３０）

最大値 ２４８０（１０進数）（16進数 ９Ｂ０）

パルス幅を指定しないチャンネルは、

初期値 １５２０（１０進数）（16進数 ５Ｆ０） となります。

送信コマンド例 Ｑ１０００２５８ チャンネル０番のパルス幅を

６００μｓとする。

Ｑ１００１３２０ チャンネル１番のパルス幅を

８００μｓとする。

Ｑ１００２７Ｄ０ チャンネル２番のパルス幅を

２０００μｓとする。

Ｑ１０１４８ＦＣ チャンネル１６番のパルス幅を

２３００μｓとする。

（３）各グループごとに、パルス出力開始を指定します。

送信コマンド例 Ｑ１００Ｆ０００ チャンネルグループ０～１１の

パルス出力を開始する。

Ｑ１０１Ｆ０００ チャンネルグループ１２～２３の

パルス出力を開始する。

開始後、上記（２）項の例にて、パルス幅を変更することにより、出力を継続しながら、

パルス幅を変更することができます。

また、送信コマンドの区切りマークを、ではなく、＆とすると、データ伝送時間を短

縮して、高速にパルス幅を変更することができます。

１度に４ｃｈ分のパルス幅を送信する例
Ｑ１０００２５８＆Ｑ１００１３２０＆Ｑ１００２７Ｄ０＆Ｑ１００３８ＦＣ

最大１２８文字（１４コマンド分相当）を連続させることができますので、

上記の例を拡張すれば、１グループ分（１２ｃｈ分）のパルス幅指定を１度に送信する

こともできます。

（４）パルス幅制限を解除する場合、チャンネルグループ０～１１の内部カウントクロック

をいったん１ＭＨｚ以外とする。同時にチャンネル１２～２３も解除となります。

送信コマンド例 Ｑ１Ｃ０４Ｅ１Ｆ チャンネルグループ０～１１の

内部カウントクロック ２ＭＨｚ

Ｑ１Ｂ０４Ｅ１Ｆ 内部カウントクロック １ＭＨｚに

もどす。



- 14 -

リモートＩＯ基板 ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４
ＰＷＭ ２４ｃｈパルス出力基板 製品内容

製品の名称 リモートＩＯ基板 ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４

標準構成 リモートＩＯ基板

製品型式 ＲＭ５５００Ａ－ＲＣＰ２４ １個

デジタル入出力接続用ケーブル ３０ｃｍ １本

（機器接続側はコネクタなしの解放端となっています）

電源(+5V)出力用３Ｐコネクタ付ケーブル ３０ｃｍ １本

（片側は解放端）

取扱説明書 １部

製造販売 ダックス技研株式会社
〒709-1203 岡山県岡山市南区西紅陽台1-58-650

TEL 08636-2-0782 FAX 08636-2-0395

ホームページ http://www.dacs-giken.co.jp


